




要約:未熟児に対する輸血の実態の検討から、極小未熟児や超未熟児では大部分の児が輸

血を必要とする強度の貧血を生じることが明らかになった。また、これらの児でも貧血に

対し造血能が刺激され、輸血で抑制され、乳幼児期の栄養管理の重要性も示唆された。


